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令和８年度の幕開け 
令和８年度になりました。新２・３年生にとって

の学校生活は今日が始まりの日です。新クラス

が発表になりました。毎年のこととは言いながら、

クラス替えの確認は、ドキドキとワクワクが入り混

じる、何とも言えない瞬間です。この後、学級で

新しい仲間との顔合わせをしてからすぐに体育

館での新任式、そして始業式と続きました。 

新任式では新しい先生方を温かく迎え入れる

様子が見られ、また、始業式では、学年・学級担

任、さらには部活動顧問の発表と続いたため、

新年度初日は、朝から興奮冷めやらぬ状態がし

ばらくの間続きました。 

あさっての４月９日(木)には、新１年生が入学し

ます。令和８年度は、生徒数が全部で 614 名で

の船出となります。この内訳は、男子 322 名、女

子 292 名です。昨年度よりも男子は増え、女子

は少なくなりました。過去 3 年間を振り返ると、令

和 6年度は 669名、令和 7年度は 636名、令和

8 年度は 614 名ということで、33 名減、22 名減と

続きました。しかしながらどちらも 11の倍数という

ことで、「いい」ことがありそうな予感がします。や

はり佐野中は、ある数字と何がしかの縁があるよ

うな気がします。 

さて、昨年度は読書の時間を設けました。今

年度は黙働の定着を目指します。自分自身と向

き合い、落ち着いて生活する静寂のひとときを、

本校の文化として育んでいきます。 

最後になりますが、保護者の皆様、そして地

域の皆様、これからの一年間、本年度もどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

目指す生徒像：基本理念の『照今』をもとにしたものです。 

☆ 今の自分を素直に見つめ、理想の実現に向けて耕し続ける生徒 

生活の柱：  

  ☆ 時空人の間を照らす 時間・空間・人間の「三つの間」を大切にする。 

  ☆ あいさつの声・返事の声・歌声の「三つの声」を大切にする。 

この「三つの間」と「三つの声」を「燦燦 - 燦々」と表現します。 

佐野中の Key Word：昨年度とは表現を少し変えましたが、生活の柱としての「三つ

の間」を大事にして今を変えることで、未来もよりよく変えようという意味です。 

  ☆ 燦燦照今 - 「時空人 の間を燦々 と照らして よりよき今を ともに創らん」 

令和８年度 学年別生徒数 

 1 年生 2 年生 3 年生 合計 

生 

徒 

数 

男子 113  98 111 322 

女子  91 103  98 292 

計 204 201 209 614 
   

 
令和８年度の学校経営について 

 
今年度の学校経営方針を紹介します。大筋

は昨年、一昨年度とほぼ同じ内容を柱に学校経

営を進めていきます。 

1 年前の繰り返しになりますが、「燦燦」には、

「明るく、きらきらと光り輝く」といった意味がありま

す。今年度も佐野中の生徒みんなが、そして一

人ひとりが、様々な舞台でこれまでよりもさらに煌

めくように、という願いを込めた言葉です。 

もう一つ、今年度は佐野中創立 80 周年記念

の年です。みんなで「息をそろえて、心あわせ

て」印象に残る想い出を創りあげましょう。 

この下と、中央下部の表の中に主な方針を記

載したので、御一読いただけると幸いです。 

基本理念：照今 - よりよき今をともに創らん 

 照今とは、今の自分を見つめ直し、今や

るべきことに力を注いで、よりよい今をとも

に創っていこうという意味です。 
 

教育目標： 郷土のよき伝統を受け継いで、 

           その真のよさを後世に伝えるこ 

           とのできる生徒を育てる 

 広く言えば日本のよさ、身近なところでは

佐野中のよさを後輩へとつないでいきた

いです。日本の古きよき文化を絶やさな

いように心がけるとともに、先輩たちが創り

紡いできた伝統を、さらに発展させられれ

ばと思っています。 
  

 今年度の各学年の担当職員については、入学式の当日以後に、あらためて C4th Home & School にてお知らせします。 


